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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 沿岸水域の環境変動を科学的に解明する基盤を整備し、赤潮や貧酸素への対応策検討を支える

とともに、長期データに基づく将来予測や効果検証に資する点で大きな意義がある。また、成果

は水温の再現性向上は今後の温暖化による影響評価につなげられることが期待できる。さらに、

観測とシミュレーションを融合したデジタルツインの構築に新たな道を拓いたという点も評価で

きる。とはいえ、重要な生物系パラメータであるクロロフィル a の値や数値シミュレーションの

精度向上について課題が残されており、本研究で開発したモデルが、生態系全体を評価の評価に

どのようにつながるのか明らかにするための努力を続けてほしい。 

 

 
 


